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DNA)がプローブとして用いられる。GISHに用いる全DNAの抽出は,CTAB法など一般的

























法等詳細は,参考文献を参照していただきたい (Wlkinson,1992;Leitch ιr αJ,1994,中根・
/J路ヽ, 1995,Takahashi ι´
", 1997:高
名喬, 1998,Sch、Ararzacher and Heslop―Harris n, 2000)。



















































働 Jttr,α′″宛力由来の染色体 (黄色)とAr9¢,ガd勉筋由来の染色体 (赤)をゲ
ノム別に並べた図。C,相同染色体どうしを対にして並べた図。
スケールは10 μm。



























2Cとこ示す。                                                  、
Ⅳ 考察
1 ゲノムの視覚的識別によってもたらされる生命の連続性の理解
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